
Quaye先生のご講演について：世界でこのままの開発が続けば、100年以
内に地球の資源が喪失する状況で、私たちはSustainable Developmental 
Goals持続可能な開発目標をかかげています。これまでの国・NGOの活動
に加え、企業を巻き込んだ世界的事業SDGsには、17目標・169の具体的
到達点を掲げ、今まさに官民一体となった対策が盛り込まれています。
Quaye先生は米国ハーバード大学で麻酔の専攻医として研鑽を積まれたの
ち東海岸Maine州の病院の診療とTufts大学での教鞭をとられ、より良い
麻酔と麻酔を受ける患者安全の研究を行なっておられます。今回のご講演
では、麻酔の分野で行われているSDGsをご紹介いただき、とくに麻酔薬
としての温室効果ガスによる日本と世界の気候温暖化にどのような影響を
あたえているのかを検証していただきます。こぞってご参加ください！

2025年6月17日（火）
東京時間朝7時-8時00分
中央病棟2階麻酔科控室＆ZOOM

Ikyoku.ac@twmu.ac.jpまで
事前登録おねがいします

演者:Aurora N. Quaye先生

麻酔と気候変動

東京女子医大麻酔科
グランドラウンド

Anesthesia Grand Rounds at TWMU
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次回グランドラウンド：千葉がんセンター緩和医療科部長 田口奈津子先生『麻酔科医が行う緩和医療の重要性について』

CLIMATE CHANGE AND ANESTHESIA
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